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高次脳機能障害と は

　 高次脳機能障害と は、 病気や交通事故など、 様々な原因によ っ て脳に損傷を き たし たために生じ る 、 言語能

力や記憶能力、 思考能力、 空間認知能力などの認知機能や精神機能の障害を 指し ます。

　 日常生活面では、例えば、今朝の朝食の内容が思い出せなく なっ た（ 記憶障害）、仕事に集中でき なく なっ た（ 注

意障害）、 計画が立て ら れなく なっ た（ 遂行機能障害）、 言葉が上手に話せなく なっ た（ 失語症）、 人の話が理

解でき なく なっ た（ 失語症）、 歯ブラ シの使い方が分から なく なっ た（ 失行症）、 道に迷う よ う になっ た（ 地誌

的障害）、 左側にある おかずが目にと まら ず残し てし まう よ う になっ た（ 左半側空間無視） など、 様々な症状

がみら れます。
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できないこ と より

できるこ と をみつけよう

・ 何年も かけてゆる やかに変化し ていき ます。 回復の状況に

よ っ ては、 再び職業生活に挑戦するこ と も でき ます。

・ 人それぞれ違う 障害の特徴を 、 周囲が理解し サポート する

必要があり ます。

・ 思いがけない病気や事故によ る 障害のため、 本人や家族に

と っ て、 以前と の違いを 理解し 受け止める のに時間がかか

り ます。

　 後遺症の状況によ っ ては障害者手帳や診断書を 取得し て、さ ま ざ ま な福祉サービ スを 利用する こ と ができ ま す。

障害者手帳に該当する かど う かの基準や手続は、それぞれの障害者手帳制度によ り 決ま っ ていま す。

○病気やけがの前のこ と はよ く 覚えている が、 新し いでき ごと を 覚えら れない。

○集中力が続かない。 気が散り やすい。 複数のこ と を 同時にでき ない。

○計画を 立てら れない。 段取り よ く 、 家事や仕事等を 進めら れない。

○感情や欲求のコ ン ト ロールができ ない。

○些細なこ と で怒り やすい。 意欲がわかない。

○片側の空間にある 人や物、 文章を 見落と し てし まう 。

○話を 理解でき ない。 話そう と し ても 言葉が出てこ ない。

○文字を 読めない、 書けない。

○と ても 疲れやすく なる。

○受傷後、 日常生活や対人関係、 仕事等がう まく いかず自信を なく し 、 混乱や不安の中にいる

こ と を 理解し 、 本人の話を よく 聞き まし ょ う 。

○こ れまでの生活や人生観などを 尊重し た関わり を も つよう にし まし ょ う 。

○本人の疲労に配慮し まし ょ う 。

○継続し た長期間の支援が必要です。

○ゆっ く り 、 わかり やすく 、 具体的に話し ます。

○何かを 頼むと き には一つずつ、 具体的に示し ます。

○情報は、 メ モに書いて渡し 、 絵や写真、 図なども 使っ て分かり やすく 伝えます。

○手順を 簡単にする 、 日課を シン プルにする 、 手がかり を 増やすなど 環境の調整を する こ と が

大切です。

○疲労やいら いら する 様子がみら れたら 、 一休みし て気分転換を 促すよ う にし ます。

記憶や注意、遂行機能、社会的行動の障害がある と き

手足のまひや言語、視野の障害がある と き

発達期（ 1 8 才未満） に受傷し た場合
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　 脳の損傷部位や程度により 、 症状の程度や現れ方は人それぞれに違います。 また、 下記の症状を 複数併せ持つ場合が

多いです。 でき ないこ と に着目するのではなく 、 何ができ るかに着目し 、 残存機能を どう 活かすか、 代償手段を どう 使

えばよいかを 考えます。 受傷（ 発症） 前の生活習慣や嗜好、 生活経験などを 尊重し た対応方法が望まれます。

・ 注意を維持できる範囲・ 時間内で作業を終え、 休息を十分に取る。

・ 作業をすると きや大事な話をすると きは、 刺激の少ない環境で行う 。

・ 声かけで注意を促し 、 できたと きは大いにほめる。

・ 興味のある作業から 始めて、 集中できる時間を増やし ていく 。

・ スケジュール帳やカレンダー、 タ イマー、Ｉ Ｔ 機器等の代償手段を検

討する。

・ 大事な物や日常的に使用する物の置き場を決めておく 。

　（ 収納棚等には、 内容物が分かるよう に表示をする。）

・ 手順書等のヒ ント を活用し 、 繰り 返し 練習する。

・ １ 日のスケジュールや生活環境はシンプルに整理する。

・ 指示は、５ Ｗ１ Ｈ で明確に、 具体的に伝える。

・ 予定の内容は、 事前によく 説明をする。

・ 説明や指示内容は、 メ モをし てもらう かメ モを渡す。

　（ メ モの内容については、 要点、 主旨の再確認をする。）

・ 困ったと きに、 相談する人や対応方法を決めておく 。

・ 作業は、 手順書を見ながら 確認し て行う 練習をする。

・ 環境の変化やマイ ナス感情への対処が困難で、 スト レスをためや

すいこ と を周囲が理解する。

・ 混乱なく 安心し て過ごせるよう に、 生活環境を整える。

　（ 行動の手がかり が多い環境づく り ）

・ 疲労に配慮をし 、 疲れる前に休息を取るよう に促す。

・ イライラし たら、 場を変えて相手と の距離をと る。

・ 守るべきルールや本人の行動（ 使ったお金や食べた量など） は、 確

認し やすいよう に書面など見える形で提示する。

・ 意欲の低下がある場合は、 興味が持てる簡易な作業から 始める。

・ 行動のきっかけに、 アラ ーム等を活用する。

・ 無視側の文の始まり や、 テーブル、 お盆の端に目印を付けて、 無視

側への注意を促す。

・ 無視側を意識し て、 見渡す習慣をつける。

・ ゆっく り と 短い言葉で一区切り ずつ、 話の内容を確認し ながら 話す。

・ 図や写真、 ジェ スチャーを活用する。

・ 家族などに伝えやすいよう に、 大事な用件はメ モに書いて渡す。

高次脳機能障害の主な症状と 対応のヒ ント

記憶障害記憶障害

注意障害注意障害

遂行機能障害遂行機能障害

社会的行動障害社会的行動障害

半側空間無視半側空間無視

失語症失語症

□ 新し いできごと が覚えられない。

□ 約束や作業の手順等を 思い出せ

ない。

　

　

　

□ 集中力が続かない。

□ 単純な作業でもミ スが多い。

□ 複数のことを同時にできない。

　

　

　

□ 計画を立てられない。

□ 段取り よく 、 家事や仕事等を進め

られない。

□ 物事の優先順位がつけられない。

□ 行動に要する 時間等の見当がつ

けられない。

□ 間違えたときの修正や急な計画の

変更に対応ができない。

□ 指示がないと 次にするべき行動が

わからない。

　

　

　

□ 感情や欲求のコント ロールができ

ない。

□ 些細なことで怒り やすい。

□ 意欲がわかない。

□ 依存的・ 退行的な言動がある。

□ 物事にこだわり やすい。

　

　

　

□ 片側の空間 ( 多く は左側 ) にある

人や物、 文章を見落とし てしまう 。

　

　

　

□ 話を理解できない。

□ 話そう としても、言葉が出てこない。

□ 文字を読めない、 書けない。
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専門的リ ハビリ テーショ ンの充実事業 二次保健医療圏域と 受託医療機関 
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１ 　 東京都心身障害者福祉センタ ーにおける取組

東京都では、 平成1 8 年度から 東京都心身障害者福祉セン タ ーを 支援拠点機関と し て、 高次脳機能障害者に対

する 専門的な相談支援、 広報・ 普及啓発と し てパン フ レ ッ ト 等の作成、 支援に携わる 方々を 対象と し た研修会

等を 開催し 、 人材育成に取り 組むと と も に、 区市町村における 相談支援体制や機関連携などのネッ ト ワーク の

構築を 進めています。

また、 地域の支援機関（ 就労支援セン タ ー、 福祉事務所、 就労支援事業所等） から の依頼に基づき 、 短期間

の通所を 通し て、 生活管理面、 対人技能面等の評価と 課題の整理などを 行う 「 社会生活評価プロ グラ ム」 や､職

業評価､グループワーク 等を 組み合わせた「 就労準備支援プロ グラ ム」 を 実施し 、 高次脳機能障害のある 方の社

会参加に向けた支援に取組んでいます。

２ 　 二次保健医療圏域における取組

高次脳機能障害は、 ゆる やかな回復過程を たどる ため、 医療・ 福祉・ 介護等が長期間にわたり 継続し て連携

を 取り ながら 支援し ていく 必要があり ます。 そのため、 区市町村単位で完結する こ と が難し い医療機関と の連

携体制の構築を 目的と し て、 二次保健医療圏域ごと に高次脳機能障害者のリ ハビ リ テーショ ン における 中核医

療機関を 中心と し た「 専門的リ ハビリ テーショ ンの充実事業」 を 、 平成2 2 年度から 実施し ています（ 下図参照）。

現在では全ての圏域で取り 組まれています。

圏域内では、 高次脳機能障害に携わる 支援員などの技術や知識の向上を 目的と し た症例検討会や研修会の実

施、 圏域内連携体制の構築を 目指す連絡会の開催等により 、 支援ネッ ト ワーク の充実を 図っ ています。

３ 　 区市町村における取組

区市町村においては、 相談支援の実施、 介護・ 障害福祉サービ ス事業者や就労支援セン タ ー等の関係機関と

の連携によ る 地域支援ネッ ト ワーク の構築等を 目的と し た「 区市町村高次脳機能障害者支援促進事業」 を 平成

1 9 年度から 実施し ています。 令和５ 年度現在、 4 5 区市町で取り 組まれており 、 区市町村における体制整備も 着

実に進んでき ています（ 5 ページ「 相談窓口」 参照）。
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【西多摩】
医療法人財団利定会

大久野病院

【北多摩南部】
東京慈恵会

医科大学附属
第三病院

【区西南部】
公益財団法人
日産厚生会
玉川病院

【区東部】
東京都リハビリ
テーション病院

【南多摩】
医療法人社団永生会

永生病院 【区南部】
地方独立行政法人
東京都立病院機構
東京都立荏原病院

【北多摩北部】
独立行政法人
国立病院機構

東京病院

【区東北部】
社会医療法人社団

医善会
いずみ記念病院

【区中央部】
東京慈恵会

医科大学附属病院

【区西部】
慶應義塾
大学病院
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★

★
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★

★

★

【北多摩西部】
独立行政法人
国立病院機構

村山医療センター

【区西北部】
地方独立行政法人
東京都立病院機構
東京都立豊島病院


